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造形芸術 金属・漆工芸
メディア
アート

プロダクト
デザイン

クラフト
デザイン

ビジュアル
デザイン

建築設計
インテリア
デザイン

建築再生

特別演習
（写真演習）

特別演習
（絵画古典技
法演習）

特別演習
（身体文化
論演習）

コンピュータグ
ラフィックス

働態学
ジェンダーと創
作

芸文基礎科目

特別演習
（地域言語文
化演習Ⅱ（中
国））

特別演習
（地域言語文
化演習Ⅰ（中
国））

English for
ArtⅢ

デジタルコンテ
ンツ演習

Web演習Ⅱ
デザインのた
めのデータ活
用実習

文学と芸術
インターン
シップ実習

材料の科学
（塗料）

特別演習
（国際ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ演習
Ⅱ（中国語））

特別演習
（国際ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ演習Ⅱ（フ
ランス語））

English for
ArtⅡ

色彩基礎演習 Web演習Ⅰ
人間工学概
論

住居論 西洋建築史 構造計画
特別講義等と
して開講する
芸文基礎科目

特別演習
（国際ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ演習
Ⅰ(中国語)）

特別演習
（国際ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ演習Ⅰ（フ
ランス語））

特別演習
（English for
ArtⅠ）

デジタルコンテ
ンツ

CG入門演習
（3D）

地球環境と
人間

人と空間 建築と文化 生活と環境

ｺｰｽ特色科目

特別講義等と
して開講する
ｺｰｽ特色科目

芸術文化学部カリキュラムマップ

デザインプロ
ジェクトF
（食器）

デザインプロ
ジェクトE（ト
ランスポート
デザイン）

工芸実習（金
工）D/工芸実
習（漆工）D

メディアアー
ト演習E

工芸実習（漆
工）E

美学演習B

アートマネジメントと
文化財活用

まちづくりと
文化財活用

地域キュレーション演習

風景資源論B

伝統文化論演習

文化政策論演習

特別演習
（メディア
アート演習
C）

工芸実習（金
工）C/工芸実
習（漆工）C

絵画実習B
彫刻実習B

展示演習

特別演習
（メディア
アート演習
A）

造形芸術実
習B

造形芸術実
習C

デザイン概論

コミュニケーションデザイン概論

デザイン基
礎（ビジュア
ルデザイン
演習）

デザイン基
礎（クラフト
デザイン演
習）

デザイン基
礎（プロダク
トデザイン演
習）

デザインマネジメント概論

デザイン展
開（ビジュア
ルデザイン
実習）

デザイン展
開（クラフト
デザイン実
習）

デザイン展
開（プロダク
トデザイン実
習）

デザインプロジェクトA
（デザインマネジメント）

デザインプロ
ジェクトD（ビ
ジュアルデ
ザイン）

デザインプロ
ジェクトB
（クラフトデ
ザイン）

デザインプロ
ジェクトC（家
具）

デザインプロ
ジェクトG（サ
インデザイ
ン）造形芸術実

習A
メディアアー
ト演習D

工芸実習（金
工）A/工芸実
習（漆工）A

絵画基礎演
習B

メディアアー
ト演習B

工芸実習（金
工）B/工芸実
習（漆工）B

絵画実習A
彫刻実習A

工芸技法・材料

絵画技法・材料演習

造形芸術基礎演習

メディアアー
ト基礎演習

工芸基礎演
習（金工）/工
芸基礎演習
（漆工）

絵画基礎演
習A

構造力学１

建築構造

木質構造実習（木造軸組住宅）

建築設備

空間デザインＣ（戸建住宅）

近・現代建築意匠

建築インテリア構法

暮らしとインテリア

空間デザイ
ンG（複合建
築）

空間デザインＤ（集合住宅）

建築計画

CADを用いた建築プレゼンテーション

木質建築材料実験

建築材料

空間デザインＦ（建築再生）

建築論

建築とリサイクル

構造力学2

建築生産

環境工学設計演習

空間デザインＥ（非木造の特殊建築物）

日本･東洋建築史

建築法規

木質建築材料

大学が育成する
５つの能力

芸文総合演習C（シェルター）

芸文総合演習A 芸文総合演習B

芸文総合演習D

芸文基礎演習A

芸文基礎演習B

芸文基礎演習C

芸文基礎演習D

CG基礎演習

プレゼンテーション演習

図学・製図実習

プログラミング基礎演習

環境工学

材料力学

建築再生実測演習 日本・東洋美術史
演習

文化財分析法

日本美術史

美学

特別演習
(鑑賞のため
の造形演習)

芸術デザイン
史

素材と技術
（金属・無機
材料）

材料の科学
（プラスチック）

材料の科学
（金属材料
学）

博物館概論

まちづくり

西洋美術史

地域再生論

アート・マネジメント概論

風景資源論A

伝統文化論

文化政策概論

文化政策各論

地域文化調査演習

風景資源論演習

美学各論

東洋美術史

美学演習A

アート・マネジメント
演習

幅広い知識

学位の授与（学修の評価）（ディプロマポリシー）

専門的学識 問題発見・解決力 社会貢献力
コミュニケーション

能力

学士課程教育として確保すべき

「学習の幅」

入学時から2年次前期まで，学生の

幅広い学習を確保するため，専門分

化する教育はおこないません。学び

の動機づけや習慣形成などをおこな

う期間です。

他学部学生とともに，充実した教養教

育を学習します。

3年間の自らの学びや知を統合化する

研究として，卒業研究を行います。

そのため卒業研究の指導教員は，自分

の所属コースからだけではなく，すべて

の学部教員の中から選ぶことができま

大学院教育

2年次前期，自らの研究の背景や問

題意識などを深めるため，異なる素養

の学生と共に学びます。
2

年

次

の

前

期

ま

で

4

年

次

ま

で

卒業研究・制作

2年次後期から4年次にかけて，各

コースに分かれ専門的な研究の方法

や技術を高めます。

芸 文 基 礎 科 目

美術・工芸 デザイン 建築デザイン 地域キュレーション

教 養 教 育 科 目


